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６．共同研究の成果 
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 
北海道の地域ネットワークにおいて、学術情報環境の高度化は必須のものである。とくに広域分散

社会である北海道においては民間との共同研究等においても特に重要である。そこで、NORTH の

技術先端フォーラムやシンポジウム、さらには学術振興会産学協力第 163 インターネット技術研究

委員会(ITRC)などと連携し、今後のネットワークのあり方を検討した。ここでの議論は無線ネット

ワークの安定化、そして地域医療支援の為のネットワークや、そのセキュリティの確保など色々な

課題が抽出され、さらに今後クラウドのフル利活用がコストパーフォーマンスを考えたときに非常

に重要になることが明らかになってきた。これらに基づき、今後の北海道における学術情報環境に

ついてさらに大所高所から討議した。そのなかで前述のようなローカルな問題もあるが、地域にお

ける広域ネットワークの問題は実は北海道だけの問題ではなく、東京を除く他のすべての地域での

問題でもある。この問題を解決する方策を検討したが、これを解決するための戦略を多くの地域の

key person の参加をえて立てていくことが必要である。 
 ここで、地域に於ける情報ネットワークの安定化は、災害時における代替回線としても非常に重

要である。現在では、太平洋側に限局した海外線で、北極回りの北米、ロシア、ヨーロッパへの回

線の検討が必要であるが、このネットワークの実現には、我々の活動をもっと大きくしていく必要

が感じられた。そくに日本海側のバックボーンは、まったくない。そこで災害時や今後のロシアと

の関係を鑑みると、その重要性が浮上する。しかし、調査によると、北極回りの海外線や、日本海

側のバックボーについては、アイデアは出されているものの実際の計画はまだない。そこで、この

研究成果をもって、文科省（国立情報学研究所）のみならず、総務省（情報通信研究機構）などに、

アピールを考えている。また、医学系ネットワークのあり方も、経済面や利便性なども検討し、最

先端ネットワーク技術などの具体的な応用例とともに、その成果を報告した。さらに、これらのネ 
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（研究成果のつづき）   
ットワークが評価されるためにも、そのネットワーク上をながれる情報が薬の様に働くことが必要

と考えられ、その開発についても議論を重ねた。 
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